
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    「いじめ撲滅サミット宣言」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
内容 
１ 市内小中学校全３２校の代表児童生徒による

 取組の発表 
 ○いじめ撲滅に向けた各中学校区ごとのスロー

  ガンに基づく実践例や取組について 
 ○いのちの大切さについて、小中が一貫してど

  のような取組をしていくかについて 
２ 「いじめ撲滅サミット宣言」の唱和 
３ 「いじめ対策」に関する講演会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いじめ撲滅に向けた取組について 

いじめ撲滅サミットの開催 

生徒指導・相談体制の充実 

わたしたちは、次のことを宣言します。 
 
 一、お互いを認め合い、助け合います。 

 一、いじめを見すごしません。 

 一、相手の気持ちを考えて行動します。 

 一、笑顔いっぱいの学校をつくります。 

         平成２５年８月２８日 策定 

草加市学校におけるいじめの防止等のための基本方針の改定に向けて 

埼玉県「いじめの防止等のための基本

方針」の改定 

草加市「いじめの防止等のための基本方針」の改定 

 
 
１ いじめの定義について 
 ○個々の行為が「いじめ」当たるかの判断 
 ○背景にある事情の調査 
 ○学校及び保護者の責務等 
２ 市及び教育委員会が実施する施策について 
 ○インターネットや携帯電話を利用したいじめへの対応 
３ 学校が実施する施策について 
 ○学校の「組織」の設置とその役割 
 ○いじめの解消の判断 
４ 重大事態について 
 ○重大事態の意味 
 ○詳細な調査による事案の全容の把握 
 ○重大事態の判断 
 

 ○いじめ防止対策推進法附則第２条第１項 
 ○国のいじめ防止対策協議会での検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼玉県「いじめの防止等のための 
基本方針」の改定 

草加市「いじめの防止等のための基本方針」の改定 

改定の趣旨 

 
○指導主事及び生徒指導担当指導員が対応 
○小学校第１学年の児童と中学校第１学年の生徒、

 市外からの転入児童生徒に配布 

○「私たちの学校生活」についてのアンケートを 
 年５回以上実施 

○趣旨 
 学校の様々な問題に対して、適切かつ迅速な対応を行うことにより、 
学校の課題解決の支援を行う。 
○組織 
 ・教育総務部副部長  ・生徒指導担当指導員  ・指導主事 
 ・弁護士  ・臨床心理士 
○支援方法 
 ・電話相談（保護者・地域・教員等）  ・学校への訪問 
 ・来庁相談 
○毎月１回、年１０回の定例会議の開催 

○さわやか相談員の配置   ○スクールソーシャルワーカーの配置 
○学習補助員・学級支援員の配置 
○生徒指導担当指導員・学校支援指導員による学校訪問 

国の「いじめの防止等のための基本方針」の改定 

資料１ 


